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校務情報化の推進          

































































































































































































































































第３回 7/1/金/全日 小（柳川） 中（青山） 高（本田） 
第４回 
7/12/火/２限 

















































実際に体験しました。                       

















































































































































  ねらいや悩みを書きます。同僚はそれを読 
  んで，授業者に寄り添って授業を観るため 
  の準備をします。 
 




































































































































































【第４段階】  授業者の問題意識の明確化 












































































































































































































































































１ 定時退勤日の設定 ～超過勤務の削減～ 



















  このような学校風土の中で，超過勤務を削減するにはどうすればよいのでしょうか。 
 






































２ 児童生徒の下校時刻の変更 ～研修時間の確保～ 














































３ 業務量の削減による時間確保  
 
（１）会議の効率化 
    本校は研究校であり，研究が優先されることから，全体研究会や学部研究会を大切に
していました。その他の会議については勤務時間を過ぎてから開始することも珍しくあ
りませんでした。 




















































































































































































生徒 水野　北山 宮前　酒井　桃井 中川










評価 評価 評価 評価





































































    一体，各学部･分掌において，年間にどのような仕事が存在するのでしょうか。また，
それをどのようなボリュームで先生方は分担し合っているのでしょうか。ある教員は早
く帰宅し，業務が集中した一部の教員は，夜遅くまで勤め続けなければならないという
状況は望ましくありません。    
 
業務のフラット化を進めるためには，「見える化」により業務内容や業務量を把握する 
  る必要がある。 
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2 事務報告② ・掲示 ・実施計画 ●富山市提出書類 ●富山市提出書類 ⑭アフターケア




3 ●決算報告 ●進路だより 進路だより6 決算報告
（事業所見学交渉） ⑭アフターケア （事業所見学交渉）
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   管理職構造を含めた組織構造を見直し，業務がスムーズに進む組織体制を作ることが 
必要である 
 







地域生活支援部  進路関係業務・引き継ぎ表 （平成 27年度） 

































































































             
 






















































































設問１ グループセッションを利用してどうでしたか。  
・便利だと思った      ５人  ４５％ 
・不便だと思った      １人   ９％ 
・どちらともいえない    ３人  ２７％ 
回答人数  ９人 ８２％ 
設問２ 設問１で「便利だと思った」と答えた方，その理由を
聞かせてください。 
    ・検討に掛かる時間（手間） ２人  １８％ 
が短縮できた 
・連絡に掛かる時間（手間） ２人  １８％ 
が短縮できた 
・その他          １人   ９％ 
事前に資料に目を通すことができる 




    ・検討に掛かる時間（手間） １人   ９％ 
が増えた 
・連絡に掛かる時間（手間） １人   ９％ 
が増えた 



























    ・全員が毎日確認し，すぐに返事や意見を伝えること。
（２人） 
    ・仕事の流れを決め，共通理解する。 
    ・検討のための時間に余裕をもつ。 


















  大きく内容を変更する，見直しが必要である，新規に行う，全校に関係する議題 





































































































































































1年 チャレンジって何？ 余暇施設を利用しよう 調理をしよう① 調理をしよう②






























           要点を読み取っ     てまとめ発表しよう
      （説明文、物語、 新      聞記事やコラムなど）
　　　　　　　　　調べたこと　　 を発表しよう





























                                          かるたを作ろう
（物の名称、様子を表す言葉などの意味理解身の回りにあるしるしやことわざなど
の理解も含めて)









































































































































図１ 中学部平成２７年度 年間指導計画 図２ 中学部平成２８年度 年間指導計画 































































































































































































































































学校行事 交通安全教室 運動会 避難訓練





















































































































































































































































































    
 
図９ Ｈ２９富附特支教育課程・個別の教育支援計画関連図 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































教 科 別 の 指 導



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































教 科 別 の 指 導




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































作 業 学 習






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































いる児童は少なかった。途中から S.T が声を出して読んでいた。 






























































































































































































































  ～活動の中に思考することを取り入れて～ 
 
 
















































































































































































写真４ 遊園地に行こう 写真５ モンスターは何してる？の画像 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































      ～気づいたこと・変化したこと～ 
 
 
養護教諭 池田 優香  
 




















































































































   
 























































写真１ 授業の様子        図１ 目標記入用紙 




・大人数で行う講義型の授業でもなんとなく満足していた自分    
→少人数で，生徒とじっくり関わる授業がしたい。 
 ・「こんなこと教えたいからこんな授業をしよう」と勝手に進めてきた自分  
   →「年度初めに設定された教科目標って何だろう？」それに沿って行うことが大切。 
そしてそのクラスの実態を知り，それに合った内容を行う必要がある。 
・一回の授業で満足していた自分。 
   →繰り返し，繰り返し行うことが大事。授業中だけでなく，その後の言葉掛けや保健
室前の掲示での工夫など自分でできることはたくさんあるはずだ。 




























































・食べることが好き ・お菓子作りが好き ・自由研究でレシピを作ったことがある 
・家で手伝いをしている（味噌を溶く，野菜を炒める，米とぎ など）  
・鍋の様子をじっと見つめている 
















































































































































































        ～学びあいを振り返って～ 
 
 






























































































































   


































































































































～ 授業づくり 研修 ～ 
                       
























































































































































































































































①  「数と計算」の観点における目標 
    ２Ａ，２Ｅ：２００までの数を１０のまとまりを作って数えることができる。 
    ２Ｄ，２Ｆ：１００までの数を１０のまとまりを作って数えることができる。 
 
②  授業者の思い 
     ２００までの数を１ずつ数えるより１０のまとまりを作って数える方が数えやすい，
早く数えることができるということを実感してほしいと思っていました。 
 
③  生徒の変容 

















    ２Ａ，２Ｅ：１０円硬貨や５０円硬貨を１００円硬貨に両替することができる。 
    ２Ｄ，２Ｆ：１０円硬貨を５０円硬貨や１００円硬貨に両替することができる。 
 
② 授業者の思い 






















    ２Ａ，２Ｄ，２Ｅ：○lや○mlなど，身近な物の分量表示を読み取ったり，計量カッ
プを使って液体を計量したりすることができる。 









③  生徒の変容 













    ２Ａ，２Ｅ：折れ線グラフから身長や体重などの数値を読み取ったり，「増えた」「減
った」などの変化を答えたりすることができる。 
    ２Ｄ：折れ線グラフから身長や体重などの数値を読み取ったり，最大値や最小値を答
えたりすることができる。 
    ２Ｆ：表から身長や体重などの数値を読み取り，１０ごとの目盛りを使った棒グラフ
を作成することができる。 
 
























    ＜黒ラベル＞観察者が観た生徒の姿を正確に記入 















































































協同的な学びを目指して   
 


































































































































































































































































  ～中学部国語科で主体的・協働的に学ぶ学習を目指して～ 
 
 




















































































見る ５人⇒６人   時々見る １人 
問２ ニュースは何で見ますか？ 






１Ｄ（女子） オリンピック お天気，テレビ番組 





















































































































































































































































































































































































































































































































２ 私にとっての「学びあいの場」  
 
「学びあいの場」の研究・研修体制に際して，私が考えたことは以下のことでした。 
   ①学校としての授業や指導の方向性を理解したい。 
   ②授業を見せてもらった先生に何か役立つ意見を考え，伝えたい。 














































































































   ②生徒が分かって考えるために必要なこと 







































































































































































































































































































































































 学習活動 使用教材・教具 
➊ こんな場面がありました 動画『こんな場面がありました』 
➋ どんな気持ち？ ワークシート『気持ちのいい伝え方をしよう！』 





❺ ｉＰａｄで撮影タイム ワークシート『気持ちのいい伝え方をしよう！』 






















































図１ 記録用紙①    図２ 記録用紙② 




















































































































































































































組編成 リーダー ＹＨ ＭＫ 
メンバー ＭＡ，ＴＹ ＹＹ，ＮＫ 
展開 日誌記入 
打ち合わせ 
仕事① 木工製品作り Ｔ２担当 畑仕事・委託作業 Ｔ１担当 
仕事② 畑仕事・委託作業 Ｔ１担当 木工製品作り Ｔ２担当 
仕事③ 木工製品作り Ｔ２担当 畑仕事・委託作業 Ｔ１担当 




























































































よくあります。そこで，先生方    
































































































































  メンバーが協力して製品を仕上げる形にしました。 
 
③ 生徒の様子（写真１３） 


















































































                        


































































































































































                         ピン！ 












































































































                        ピン！ 










       始点 巻き尺のどこが０か 
          ０を測る物のどこに合わせるか 
       終点 どこが終点になるのか 













































































  ～「学びあいの場」による自らの気づきを振り返って～ 
 
 























































































































































































































































































  ～自分で考えながら取り組む楽しさを～ 
 
 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































柳川先生は，6 月 13 日に図画工作科「タックシール版画をしよう」の授業をワーキング
グループの先生方に公開し，参観した先生方にこの授業をもとにしたラベルコミュニケーシ
ョンを行うことを企画しました。これを，6 月 28 日の第 2 回学びあいの場につなげようと
しておられました。 






















6 月 29日 アクティブ・リスニング後 竹村教授，北山先生，柳川先生，院生 2人の懇談 
・それは，聞く人主体。あくまでも，彼が考えて気づかないと。授業者優先 
・発表というときには筋を通した話になる。授業者に問いが生まれ，共有され，一緒に考える方が良い。 















省察前回の柳川先生の授業の時に，周りの指摘はAだけであったが，柳川先生の学びは十分だったからだ。具体では，「AさんがBさんの行動をよく見ていて，Bさんが喜んだ時には，Aさんも手を叩いている。だから，周りのことを気にして，一緒に喜んでいるような気がする」と発言したら，それに対して，柳川先生は自身の見方を修正したうえで，今後はこうしていきたいということ，さらに自分の授業の可能性に気づいておられた。  学校で行われる研修会では，手立て（のみ）→ よくなる という乱暴な発表のしあいになっていはないか。＜事実＋見取り＞→手立て なら，まだよい。手立て（のみ）ではよくない。＜事実＋見取り＞→「質問」 がよいのだ。それが，この研修でよくわかった。 
アクティブ・リスニングは，＜事実＋見取り＋質問＞でよい。手立てを話し合う必要はない。 










数か月後の 11 月 30 日に，アクティブ・リスニングが話題に挙がりました。 









この後，12 月 2 日の近江先生と竹村教授の対話を経て，12 月 8 日に②近江先生が全職員
に向けたレクチャーをされ，ラベルには黒字で事実，赤字で捉えを書くことを確認し，小皿


































































































































































































ジョン・P・コッター『リーダーシップ論 第 2 版 人と組織を動かす能力』, ダイヤモンド社, 
(2012) 

















育学会第 54 回大会要旨自主シンポジウム 53（CD-ROM）（2016）公費 
柳川公三子「キャリア教育における実践と課題～障害の重い児童生徒のキャリア発達支援
について考える～」日本特殊教育学会第 54 回大会要旨自主シンポジウム 76（CD—ROM），
（2016）〔私費〕 
柳川公三子，瀧脇隆志，本田智寛，他「自分らしい授業づくりを支える学びあいのプロジ
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